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別添２ Minutes of Meetings 

 

 

 

 

 

















































 

 

 

 

 

 

別添３ 質問表回答 

 

 

 

 

 

 





















 

 

 

 

 

 

別添４ 打ち合わせ議事録 

 

 

 

 

 



 

 A-1 

 
 
場所 

2007 年8 月15 日（水）10：30～11:30、14：00-14：30 
Federal Flood Commission 
Superintending Engineer (Mr. Kamal)執務室 

出席者 
（敬称略） 

【FFC】 Superintending Engineer: Mr. Ahmed Kamal 
【調査団】 亀山 

訪問目的 情報収集 

質疑応答 

【調査団】無償資金協力によって導入したシステムの一部が機能しなかったと聞いているが、現在の状況

は？ 
【Mr. Kamal】問題は解決されたと理解している。13日～14日の夜間の降雨で洪水警報を発令し、当方にも

連絡が来ている。 
 
【調査団】プロジェクトタイトルが要請書のものと相違があるが、要請内容と JICA の実施内容は概ね同一で

ある。ハザードマップを活用して避難訓練を実施し、それらをさらに他の地域へ広げるような内容としてい

る。 
【Mr. Kamal】使う想定氾濫図については、大まかなものは全国的に作成しているが、今回はより詳細なハ

ザードマップを作成するということで、期待している。 
 
【調査団】開発調査で提案されたコミュニティポンドと放水路の建設案について、現在の検討状況は？ 
【Mr. Kamal】実施の見込みは立っていない。河道改修案については、ADB の協力により実施した。 
 

 



 

 A-2 

 

日時 
場所 

2007 年8 月16 日（木）9：00～11:00 
Pakistan Meteorological Department 
Dr. Qamar 総局長執務室及び Hazrat 主任気象官執務室 

出席者 
（敬称略） 

【PMD】 Director General: Dr. Qamar-Zaman Chaudhry 
      Director：Azmat Hayat Khan 
      Chief Meteorologist: Hazrat Mir 
【調査団】 亀山 

訪問目的 情報収集 

質疑応答 

【調査団無償資金協力により導入した警報システムの一部がウィルスの問題で機能しなかったと聞いてい

るが、現在の状況は？ 
【Dr. Qamar】その問題は解決済みである。13 日の洪水には警報の効果を発揮した。満足している。 
 
【調査団】その洪水警報発令資料を確認できるか。 
【Dr. Qamar】コピーを提供する。 
 
【調査団】警報発令基準及び情報伝達と配信先はどのようにしているか。 
【Mr.Azmat】警報発令基準は、上流域の降雨量が1時間雨量及び3時間雨量の指定雨量を超えるか、また

は河川基準水位局が指定水位を超えたときに発令するようになっている。 
【Dr. Qamar】情報は携帯と FAX に直接配信しており、配信先は TMA、Rawalpindi にある洪水警報管理セ

ンターの消防 District Officer, 財務 District Officer 及び WASA の Director、FFC 監視官、District 
Coordination Officer, Rawalpindi、CDA の Chairman 等である。 
 
【Mr. Hazrat】管理局では、3 交代制にて 24 時間の監視を行っている。豪雨のときは小職もずっと張り付くこ

とになる。 
【調査団】レーダー雨量計から定量的に降雨量を推定できるようになったか。 
【Mr. Hazrat】そのようになりたいのだが、今データを積み重ねている状況だ。 
 
【調査団】ハザードマップ作成とそれを活用した避難訓練には、PMD はどのように関るのか。 
【Mr. Hazrat】職員を積極的に派遣したい。ハザードマップは避難には有効であり、これを全国的に展開す

ることが大事である。 
 

収集資料 Flood Situation Report, Flood Forecasting & Warning System Presentation Material 



 

 A-3 

 

日時 
場所 

2007 年8 月16 日（木）12：00～13:00 
Tehsil Municipal Office, Rawalpindi 
Municipal Officer 執務室及び CDG, Fire Officer 執務室 

出席者 
（敬称略） 

【TMA】 Municipal Officer： Mr. Malik Wuwtaz       
【CDG, Rawalpindi】 Fire Officer: Mr. G.M.Naz 
                       : Mr. Aziz Ahmed 
【調査団】 亀山 

訪問目的 情報収集 

質疑応答 

 
【調査団】洪水管理センターの概要は？ 
【Mr. Malik】システムは TMA ビルの 2 階に整備されているが、その警報発出、モニタリング等は Fire 
Officer のもとで行っている。 
 
【調査団】洪水対策に関し、TMA にはどのような役割があるのか。 
【Mr. Malik】TMA は水供給や下水道、ごみ処理施設の維持管理、公園・道路・街燈の維持管理、商業に関

る許認可を中心に行っている。したがって直接的に洪水対策を行っているのではなくて、施設の維持管理

を通して貢献することとなる。 
【調査団】基本設計報告書の記載では、TMA が洪水対策活動全般を担っているが。 
【Mr. Malik】2001 年の法令改正で所掌範囲が変更となった。CDG の消防局が洪水避難・救済活動をおこ

なっている。よって、TMA ビルに City District Government の消防局が同居して活動している。 
避難連絡体制の改善やハザードマップを活用した避難訓練には我々（TMA）も関心があるので是非関っ

ていきたい。 
【調査団】ハザードマップ作成には地元コミュニティに関る基礎情報が必要なので、TMA の協力が必要。

こちらからも協力を要請したい。 
 
（警報監視施設へ案内される。現在の稼動状況は問題ないとのこと。Fire Officer の執務室で意見交換） 
 
【Mr. Naz】当事務所は、City District Government（CDG）で District Coordination Officer の下消防・レスキュ

ーを担当しており、TMA に設けられた監視局での洪水情報モニターと警報局制御・監視をおこなってい

る。2001年地方行政令（Local Government Ordinance）によりその活動が定められている。その後2006年に

さらに改定された。ハザードマップ作成とそれを活用した避難訓練には、Civil Defense としても協力する用

意がある。 
【調査団】もちろん、Civil Defense の協力がないと進まない。避難訓練には、レスキューのノウハウが必要

である。 
収集資料 地方行政令（Local Government Ordinance、2001、A4 版、2006 年電子ファイル） 

 



 

 A-4 

 

日時 
場所 

2007 年8 月17 日（金）10：20～12:00 
Water & Sanitation Agency (WASA) 
Col.(R) Islam-ul-Haq,Ti(M) 総局長執務室 

出席者 
（敬称略） 

【WASA】 Managing Director： Col.(R) Islam-ul-Haq,Ti(M) 
       Director （Water Supply）：Ch. Naseer Ahmad 
【調査団】 亀山 
 

訪問目的 情報収集 

質疑応答 

 
【調査団】洪水対策に関し、WASA にはどのような機能があるのか。 
【Col.(R) Islam】Directorate of Sewerage & Drainage が排水路整備を行っている。洪水時には、排水機材（排

水ポンプ、土木機械）と職員派遣をおこなっている。ライヌラー川に関する開発調査及び無償資金協力に

ついては、資料提出、職員の協力等も行ってきたが、技術協力プロジェクトが実施されることは知らなかっ

た。 
 
【調査団】City District Government について説明願いたい。 
【Mr. Naseer】2001 年の地方行政令（Local Government Ordinance）に基づいて、選挙で選ばれた Zilla 
Nazim の下に District Coordination Officer がおり、その下に 13 部局がある。 Civil Defense はその１つで

Fire Officeもそこに含まれている。洪水時の救済活動についても Fire Officeの担当業務である。CDGの機

能、組織図は提供する。 
 
【調査団】緊急排水活動の経験から、WASA は水が滞留するところを認識しているし、その情報をハザード

マップに反映できると期待される。協力を御願いしたい。 
【Col.(R) Islam】協力したい。 
 
【調査団】避難訓練する場合に、どのような単位で実施するのが好ましいか。 
【Col.(R) Islam】Union Council の人数が 15,000～35,000 までいろいろあるので、まとめるのが大変だ。その

点学校は規模としては、適当ではないか。City District Government（CDG）には、Education の部があるの

で、そこと Civil Defense が協力すれば、実施もスムーズである。 
収集資料 CDG 組織図及び機能 

 



 

 A-5 

 

日時 
場所 

2007 年8 月18 日（土）9：45～11:00 
Capital Development Authority（CDA） 
Urban & Regional Planning 執務室 

出席者 
（敬称略） 

【CDA】 Urban & Regional Planning, Director： Auyb T. Sheikh 
【調査団】 亀山 
 

訪問目的 情報収集 

質疑応答 

 
【調査団】ハザードマップ作成では、公園、学校、警察所、モスク、病院に位置情報、避難のための道路情

報が重要になってくるため、こちらの部署の協力が必要になってくる。 
【Mr. Auyb】イスラマバード市に関しては、そのような資料は CDA で揃うだろう。また、壁に掲示したサテラ

イトイメージ写真も所蔵している。 
 
【調査団】CDA で避難・救済を担当している部署はどこか。 
【Mr. Auyb】イスラマバード市については、洪水氾濫箇所はそんなに多くないが、排水系統の整備が遅れ

ているため、内水は氾濫している箇所はある。Directorate of Municipal Administration (MDA)の Mr. Mimen 
Agfa が責任者である。 
 
 

 



 

 A-6 

 

日時 
場所 

2007 年8 月18 日（土）12：00～13：00 
Rawalpindi Cantonment Board（RCB） 
KDP Project Director 執務室 

出席者 
（敬称略） 

【RCB】 KDP, Project Director： Col(R). Hafig Abdul Rahman 
【調査団】 亀山 
 

訪問目的 情報収集 

質疑応答 

 
【Col. Abdul】JICAの開発調査及び無償資金協力による予警報システムについてはRCBも関係機関として

ステアリングコミティに参加した。今回のプロジェクトは RCB にも関係があるのか。 
【調査団】プロジェクト対象地域には、RCB の管轄区域も含まれており、協力を御願いしたい。航空写真

（壁に掲載）や地形図の供与は可能か。 
【Col. Abdul】問題ない。後で資料を提出する。 
 
【Col. Abdul】現在ライヌラー河の浚渫、道路建設が計画されている。RDA が窓口で、河川の浚渫、河川水

路のライニング、ごみ運搬及び道路新設が主な事業内容である。事業費は州政府が拠出することになっ

ている。 
【調査団】RDA にて情報を収集することとする。 

 



 

 A-7 

 

日時 
場所 

2007 年8 月18 日（土）15:30～16:30 
Rawalpindi Development Authority（RDA） 
土地収用部、次長執務室 

出席者 
（敬称略） 

【RDA】 Estate Management, Deputy Director： Mr. Baran Ghaudhry 
【調査団】 亀山 
 

訪問目的 情報収集 

質疑応答 

【調査団】河川沿いの浚渫、ごみ処理及び道路の新設計画について、情報をいただきたい。 
【Mr. Baran】RDA が事業実施主体であり、PC1 も取得済みである。当部署が土地収用を担当している。河

川の浚渫、河川の土留め壁（コンクリート）設置、ごみ運搬及び道路付け替えと新設が主な事業内容であ

る。事業費は約 16billion Rp で、州政府が拠出することになっている。Project Title は‘Sheikh Rasheed 
Expressway & Flood Channel Project’である。 
 
【調査団】マスタープランで提案されたコミュニティポンド及び放水路の建設計画の検討状況は？また、上

記プロジェクトの洪水問題への影響をどのように評価しているのか。 
 
【Mr. Baran】コミュニティポンド及び放水路については、実施の目途は立っていない。洪水への影響につ

いて、詳細は計画部門のChief EngineerであるMr. Muhammad Rafigに問い合わせてほしいが、いずれに

しても事業完了までには時間が要するため、避難計画の策定及び訓練は有用と考える。 
 

 



 

 A-8 

 

日時 
場所 

2007 年8 月20 日（月）16：40～17:20 
日本大使館・会議室 

出席者 
（敬称略） 

【大使館】 中西二等書記官 
                 
【調査団】 三村、九野、杉浦、亀山 
 

訪問目的 表敬 
 

質疑応答 

【書記官】同様な防災に関る技術協力プロジェクトは、これまでにパ国及び他国で実施しているのか 
【調査団】パキスタンでは最初の案件だが、スリランカ、タイで実施中、近くフィリピンでも実施予定である。

【書記官】無償で整備したシステムは稼動状況は？ 
【調査団】今月13-14 日にかけての豪雨に対して、警報発令等を迅速にだせたようである。 
 
【書記官】対象地域のこれまでの被災状況は？ 
【調査団】2001 年の水害では死者74 名。 
 
【書記官】実施期間と実施時期は？ 
【調査団】来年の1月から２年間を予定している。雨季は7-9月なので、少なくとも雨季の2シーズンの収集

データにより、モデルの改善に使用できる。 
 
【書記官】ライヌラー川流域は治安が良いとは言えない地域であり、調査にあたっては、十分に安全配慮

を行うよう留意願いたい。 
 
【書記官】帰国前の報告は、 
【調査団】8 月30 日（木）を予定している。 
 
 

  

 

 



 

 A-9 

 

日時 
場所 

2007 年8 月20 日（月）18：00～18:50 
JICA パキスタン事務所 

出席者 
（敬称略） 

【パキスタン事務所】 清水次長、深沢職員、                
【調査団】 三村、九野、杉浦、亀山 

訪問目的 
打合せ 

質疑応答 

【事務所】パイロットサイトの選定と避難訓練の進め方は 
【調査団】災害発生の多い Union Council を選定し、1 年目は専門家とカウンターパートで協働作業で実

施、2 年目はカウンターパートが自ら率先して実施するようにすることを考えている。 
 
【事務所】避難訓練に関する活動のカウンターパートは、TMA になるのか 
【調査団】現在は TMA にはその機能がなく、City District Government（CDG）の Civil Defense 配下の Fire 
Fightingと州の機関であるRescue(1122)が担当している。CDGはこれまでの開発調査、無償資金協力にお

いては、ステアリングコミティのメンバーとはなっていないが、本プロジェクトでは、中心的な役割を果たす

こととなる。。 
【事務所】本件は、関係機関が多く、これまでも関係機関間の情報共有と調整に苦慮してきた。本調査にお

いても、すべての関係機関の理解を得るよう、務めてほしい。 
【調査団】承知した。本調査においては、すべての関係機関を訪問し、ミニッツにサインする予定である。
 
【事務所】現地踏査にあたっては、安全管理に十分留意願いたい。 
【調査団】了解した。留意して動くことにする。 
 
 
 
 
 

  

 

 



 

 A-10

 

日時 
場所 

2007 年8 月21 日（火）9：45～10:20 
Economic Affairs Division, Deputy Secretary (日本担当) 執務室 

出席者 
（敬称略） 

【EDA】 Deputy Secretary：Ms. Sabeena Qureshi 
                 
【調査団】 三村、九野、杉浦、亀山 
【パキスタン JICA 事務所】Mr. Jilani 

訪問目的 表敬 

質疑応答 

【調査団】（プロジェクト概要案について説明） 
 
【EDA】パイロット地区の選定はどのように行う予定か。 
【調査団】カウンターパート機関と相談の上、洪水被害が厳しい地区を 2-3 箇所選定することを予定してい

る。 
 
【EDA】これまでにパ国では避難訓練を実施した経験はないと思われるが、本プロジェクトではどのように

実施するのか。 
【調査団】ハザードマップを活用し、1 年目は日本人専門家中心となって実施し、2 年目にはパキスタン側

が主体性をもって、避難訓練を実施するような計画である。 
 

 



 

 A-11

 

日時 
場所 

2007 年8 月21 日（火） 10：00～11:40 
水資源省連邦洪水対策委員会会議室 
 

出席者 
（敬称略） 

【FFC】Dr. I.A.Shakh (CE), Mr. Asjad Imtiag Ali (CE), Ahmad Kawal, Adher Haneed, Ashak Kuman 
      Zafar Isbal, Sher Afgan, M. Nadeem Tqbal, Maleha Rehman 
【PMD】Mr. Azmat Hayat Khan (Director) 
【RCB】Mr. Muhammad Ammar Torees 
【CDA】Mr. Ayub Tariq (Director) 
【TMA】Mr. Iqtidar Yaqoob 
【Rescue 1122】Dr. Abdur Rahman 
【DO, F/F】CH. Aziz 
【調査団】三村、九野、杉浦、亀山 
【JICA パキスタン事務所】Mr.Mahaddy A. Jilani 

目的 プロジェクト概要案について関係機関への説明及び協議 

質疑応答 

 
【FFC】成果１のターゲットはPMDとなっており、FFCが含まれていないように見受けられるが、FFCの警報

システム担当エンジニアも対象とすべきではないか。 
【調査団】成果１は洪水発生予測モデルの改善についての活動である。よって、本業務の担当機関である

PMD を中心的なCP としたいと考えているが、FFC やその他の関係機関のエンジニア等を除外するという

意味ではない。なお、FFC は成果３の洪水危機管理計画策定において関係機関を取りまとめる中心的な

CP として協力してほしいと考えている。 
 
【PMD】PMD は警報・避難情報を FAX や電話により関係機関に伝達しているが、情報が伝わるのに時間

がかかることがある。現在PMDではこれらの情報をSMSで自動的に関係者に配信するシステムの導入を

検討しており、本プロジェクトでも検討をお願いしたい。 
【調査団】調査の上、検討したい。 
 
【RCB】洪水警報システムについて、情報の伝達が遅い。本プロジェクトによる改善を期待したい。 
【調査団】プロジェクトの目的のひとつであり、パ側関係機関とともに取り組みたい。 
 
【TMA】避難計画の策定等については、City District Government Office （CDG）の所掌範囲であり、TMA
にその権限はない。（2001 年の所掌範囲の変更について説明）。 
【FFC】CDGをJCCメンバーに加えることとしたい。JCCメンバーが増えることとなるがJICAとして問題はな

いか。 
【調査団】問題ない。関係機関はくまなく JCC メンバーに加わってほしいと考えている。 
 
【Rescue1122】Rescue 1122 はすべての災害（人災を含む）の応急対応を担当する部署として、CDG の中に

新たに創設された。CDGの下にあるFire Departmentと連携しながら活動を行っている。本プロジェクトにも

協力したいと考えている。 
 
【FFC】それぞれの機関が本プロジェクト内でどのような役割を果たすかについて、PDMにより明確に反映

してほしい。また、目標達成までの道筋についても、よりわかりやすく記載されることを希望する。 
【調査団】本事前調査中、関係機関との個別協議を通じてより明確にしていくよう努力する。細かい作業ス

ケジュールについては、プロジェクト開始時にインセプションレポートという形で関係機関に提示すること

となる。 
 
【FFC】プロジェクトの開始を早めることは可能か。本事前調査実施後、なるべく時間を空けずにプロジェク

トを開始したいと考えるが。 
【調査団】努力するが、事務手続きの都合上、1 月の開始となる可能性が高い。 
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日時 
場所 

2007 年8 月21 日（火）14：30～16:00 
Pakistan Meteorological Department 
Azmat 局長執務室及び警報管理司令室 

出席者 
（敬称略） 

【PMD】 Director：Azmat Hayat Khan 
【調査団】 三村、九野、杉浦、亀山 
 

訪問目的 洪水予警報システムの稼動状況の確認及びプロジェクトフレームワークについての協議 
 

質疑応答 

【PMD】このシステムは PMD と雨量局6 箇所、水位局2 箇所、警報機10 箇所と FFC,WASA,TMA の監視

局から構成されている。 
【調査団】警報発令基準及び情報伝達と配信先はどのようにしているか。 
【PMD】警報発令基準は、上流域の降雨量が 1 時間雨量及び 3 時間雨量の指定雨量を超えるか、または

河川基準水位局が指定水位を超えたときに発令するようになっている。 
【Dr. Qamar】情報は携帯と FAX に直接配信しており、配信先は TMA、Rawalpindi にある洪水警報管理セ

ンターの消防 District Officer, 財務 District Officer 及び WASA の Director、FFC 監視官、District 
Coordination Officer, Rawalpindi、CDA の Chairman 等である。 
 
【調査団】モニターの監視は何時から開始か。 
【PMD】3 交代制にて 24 時間の監視を行っている。 
 
【調査団】レーダー雨量計から降雨量の予測は 
【PMD】今データを積み重ねている状況だ。点雨量と関係もたせ、推定できるようになる。 
 
【調査団】流出計算の状況は、 
【PMD】現在は実施していない。 
 
【調査団】オペレーションマニュアルは整理されているか 
【PMD】無償資金協力によって、作成済みである。 
 
【調査団】システム整備以来、水位が警報基準を超えた回数は？ 
【PMD】5 回。水位記録を提供する。 
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日時 
場所 

2007 年8 月22 日（水）9：30～11:30 
City District Government, Fire Fighting Officer 執務室 
Rescue 1122, District Emergency Officer 執務室 

出席者 
（敬称略） 

【Rawal Town】 Najim： Sh Rashid Shafig 
【CDG, Rawalpindi】 
Fire Fighting District Officer: Mr. Aziz Ahmed 
Assistant Fire Officer: Mr. G..M.Naz 
【Rescue1122】 Dr. Abdul Rahman 
【調査団】 三村、九野、杉浦、亀山 
 

訪問目的 表敬及びプロジェクトフレームワークについての協議 
 

質疑応答 

 
【Firefighting】Fire FightingはTMAの防災管理室において、PMDから洪水情報をLAN用無線で受け、警

報の発出が必要なときには、無線で警報局にからサイレンを放送する。 
【調査団】住民への連絡はどのように行っているのか。 
【Firefighting】警報機からサイレンを放送すると共に警報車で連絡する。さらにモスクから拡声器や地域の

リーダーから連絡している。また、ハンディタイプの拡声器により伝える。 
 
【調査団】警報局の維持管理はどの機関が担当しているのか。 
【Fire Fighting】無償資金協力終了後1年以内は、JICAのコンサルタントが維持管理を行うと理解している。

【調査団】日常的な維持管理については、パキスタン側が行うこととなっているはずである。 
 
【調査団】住民避難については、どの組織が対応しているのか。 
【パキスタン】City District Government の Fire Fighting と州の機関である Rescue 1122 が担当している。パン

ジャブ州政府発令(2001)により、City District GovernmentのCivil Defense OfficeにFire Fightingの権限が移

った。また、パンジャブ州政府のもとに設立された Rescue1122 と協力して住民避難・救済をおこなってい

る。 
 
（TMA にある防災管理室（警報施設）の見学） 
 
【調査団】警報機のサイレン、スピーカの届く距離は？ 
【パキスタン】サイレンは約3km、スピーカーは 300－500ｍぐらい。 
 
その後：Rawal Town Nazim の執務室に移動し、表敬し、プロジェクトの概要説明した。 
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日時 
場所 

2007 年8 月22 日（水）11：40～12:15 
City District Government (CDG), Rawalpindi 
District Coordination Officer 執務室 

出席者 
（敬称略） 

【CDG】 District Coordination Officer: H.E. Ifran Ellahi 
District Officer (Civil Defense)： Mr. Raja Liagat Ali 
District Officer (Fire Fighting): Mr. Aziz Ahmad 
【Rescue 1122】 Emergency Officer: Dr. Abdur Rahman 
  
【調査団】 三村、九野、杉浦、亀山 

訪問目的 表敬及びプロジェクトフレームワークについての協議 
 

質疑応答 

 
【CDG】ラワルピンディ県は人口約400 万人で、8 の市から構成される。行政組織は Najim の下に、District 
Coordination Officer が配置され、12 部局に分かれている。洪水は、低平地で深刻な問題となっている。水

供給施設、通信施設、電気供給、下水道施設、道路・橋梁施設への被害もある。 
 
【調査団】洪水対策の担当部署は？ 
【CDG】Exective District Officer Revenue が総括している。その下に Civil Defense があり、Civil Defense が
Fire Fighting を管轄している。 
 
【調査団】最近の洪水による被害は？ 
【CDG】2006 年の洪水では 4 名死亡しているが、直接洪水による被災というよりも事故によるもの。ライヌラ

ー河のごみや廃棄物も問題であるし、不法占拠住民の問題もある。排水路のカルバートの閉塞による流

下能力の低下も問題である。 
 
【調査団】避難訓練や住民意識向上については、何か試みを行っているか？ 
【CDG】住民の意識向上には、議員と協力することが考えられる。また、健康管理局（Health Department）は
無料で住民の医療をおこなっているし、マラリヤ対策も実施している。本プロジェクトは、FFC と CDG が協

力して進めることが必要である。 
 

収集資料 Local Government System, Flood Relief Measures/Operation in Rawalpindi(21/06/2007) 
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日時 
場所 

2007 年8 月23 日（木）11：00～12:00 
City District Government (CDG), Rawalpindi 
Revenue Officer 執務室 

出席者 
（敬称略） 

【CDG】District Officer (Revenue)； Muhammad Asif Qureshi 
      District Officer (Civil Defense)： Mr. Raja Liagat Ali 
      District Officer (Fire Fighting): Mr. Aziz Ahmad 
【Rescue 1122】 Emergency Officer: Dr. Abdur Rahman 
  
【調査団】 三村、九野、杉浦、亀山 
 

訪問目的 表敬及びプロジェクトフレームワークについての協議 
 

質疑応答 

【調査団】昨日、District Coordination Officerより、District Office Revenueが住民避難、救援を担当していると

伺った。 
【CDG】District Office Revenue の下に Civil Defense があり、Mr. Raja Liagat Ali が洪水対策を担当してい

る。また、救急は Rescue 1122 が担当している。 
 
【調査団】洪水で影響を受けやすい地域は？ 
【CDG】洪水で影響を受けやすい地域は、７つあり、そのなかでナディム、ボシャゴドン、ガマルマンディ

が最も被害が多い。 
 
【調査団】住民の意識向上を目的とする NGO やボランティア活動はあるか。 
【CDG】ラワルピンディには、11 の NGO 団体及びボランティアが登録されており、住民意識向上にはこれ

らを活用することが考えられる。プロジェクトの円滑な進捗のために、NGO,ボランティア及び専門家チー

ムの合同会議を設定することが可能。 
 
【調査団】洪水時の被災者のための救援施設、避難所はあるのか。 
【CDG】2001 年の洪水のときに、学校の中に救援センター及び仮設避難所を設置し、水、食料、毛布等を

支給した。洪水後は、多くの住民が比較的早い段階でそれぞれの家に戻ったが、救援センターは約 3 ヶ

月間開設していた。避難については、住民は通常自分自身で避難している。 
 
【調査団】現在実施中の事業はあるか。 
【CDG】州政府の予算で、ライヌラー河の両岸に道路の新設事業を開始する予定。 
 
【調査団】低平地等の視察に行きたいのだが、職員の同行をお願いできないか。できれば地域のリーダー

やボランティア、被災住民にインタヴューをしたい。 
【CDG】Civil Defenseに手配させ、 Fire Fighting及びRescue 1122の職員を同行させることとする。住民のイ

ンタヴューも手配する。 
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日時 
場所 

2007 年8 月23 日（木）12：35～13:10 
Tehsil Municipal Office, Rawalpindi （TMA） 
Municipal Officer 執務室 

出席者 
（敬称略） 

【TMA】Tehsil Municipal Officer； Mr. Malik Wuwtaz 
     Assistant Municipal Officer： Iqtidar Yaqoob 
      District Officer (Fire Fighting): Mr. Aziz Ahmad 
【Rescue 1122】 Emergency Officer: Dr. Abdur Rahman 
【調査団】 三村、九野、杉浦、亀山 
 

訪問目的 表敬及びプロジェクトフレームワークについての協議 
 

質疑応答 

【調査団】TMA は洪水対策に関連し、どのような役割があるのか。 
【TMA】2001 年の行政再編により、TMA の役割は公共施設、インフラの維持や修復に限定されている。Ｔ

ＭＡは水供給や下水道、ごみ処理施設の維持管理、公園・道路・街燈の維持管理、商業に関る許認可行

為を中心に行っている。したがって直接的に洪水対策を行っているのではなくて、施設の維持管理してい

る。 
【調査団】洪水時の住民の安全管理についてはどうか？ 
【TMA】予算的にも、人的にもリソース不足であり、以前のように洪水対策において役割を担うことは難しい

のが現状である。現在は、City District Government と調整しながら、協力することになっている。また、避難

訓練や啓発活動を行う際に協力したい。 
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日時 
場所 

2007 年8 月23 日（木）15：00～16：00 
Rawalpindi Cantonment Board（RCB） 
Cantonment Executive Officer 執務室及び KDP Project Director 執務室 

出席者 
（敬称略） 

【RCB】 Cantonment Executive Officer (CEO) : Sheikh Shahid Bashid 
       KDP, Project Director： Col(R). Hafig Abdul Rahman 
【調査団】 三村、九野、杉浦、亀山 
 

訪問目的 
表敬及びプロジェクトフレームワークについての協議 
 

質疑応答 

【RCB】FFC の合同会議には出席できなかったが、JICA の開発調査及び無償資金協力による予警報シス

テムについてよく理解している。必要な情報や資料の提供を行いたい。避難救済や訓練には、City 
District Government が大きい役割を果たす。 
 
【調査団】RCB 管轄区域内での洪水被災状況はどのようなものか。 
【RCB】RCB の管轄区域の人口は約600,000人でライヌラー河洪水氾濫域になっているのは、ガワルマン

ディの右岸部でそれほど大きい面積ではない。 
 
【調査団】RCB 内で避難・救済等の対応する部署は？また、実施中もしくは計画されている洪水対策はあ

るか？ 
【RCB】Rescue 1122 が対応することになっている。洪水対策事業として、RDA が窓口となって、河川の浚

渫、河川水路のライニング、ごみ運搬及び道路新設が予定されている。 
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日時 
場所 

2007 年8 月23 日（木）16：10～16:30 
Water & Sanitation Agency (WASA) 
Col.(R) Islam-ul-Haq,Ti(M) 総局長執務室 

出席者 
（敬称略） 

【WASA】 Managing Director： Col.(R) Islam-ul-Haq,Ti(M) 
       Director （Water Supply）：Ch. Naseer Ahmad 
【調査団】 亀山 
 

訪問目的 
表敬及びプロジェクトフレームワークについての協議 
 

質疑応答 

【調査団】洪水対策に関し、WASA にはどのような機能があるのか。 
【WASA】Directorate of Sewerage & Drainage が排水路整備を行っている。洪水時には、排水機材（排水ポ

ンプ、土木機械）と職員派遣をおこなっている。WASA は Rawalpindi Development Authority (RDA)の配下

にある。水質モニタリング、給排水事業、下水道整備事業を推し進めている。ADB の支援を受けて水道整

備事業を実施予定している。参考資料を寄贈する。 
 
【調査団】洪水情報はどのように受信しているか。 
【WASA】PMDから無線LANにより洪水情報を受けている。また、FFCが主催するモンスーン前のAnnual 
Meeting についても情報が送られる。 
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日時 
場所 

2007 年8 月24 日（金）9：15～10：00 
Capital Development Authority（CDA） 
Urban & Regional Planning 執務室 

出席者 
（敬称略） 

【CDA】 Urban & Regional Planning, Director： Auyb T. Sheikh 
【調査団】 三村、杉浦、亀山 
 

訪問目的 表敬及びプロジェクトフレームワークについての協議 
 

質疑応答 

【CDA】イスラマバードの開発は1959年にカラチからの遷都が決定したことにはじまる。61年から開発が開

始された。イスラマバードの面積は、約900km2で1992年のCapital Territory (Zoning) regulationによりゾー

ンに分けて開発されている。現在、新空港の建設が西側に計画されている。 首都圏の水供給は北西部

のラワル貯水池に頼っている。 開発計画は、Capital Development Authority (CDA)が担っている。 イスラ

マバード市内での洪水氾濫は多くはない。 
（イスラマバードのマスタープラン図及びサテライトイメージ図により説明を受けた。） 
 
【調査団】下流域のラワルピンディは、上流域のイスラマバードからの流域から、洪水が流入することにな

る。イスラマバードの開発は、下流に対して大きく影響を与えることになる 
【CDA】承知している。ラワルピンディ市とは情報共有を積極的に行っていきたい。 
 
【調査団】洪水時のレスキューを担当している部署はどちらか。 
【CDA】Directorate of Municipal Administration (DMA)が担当している。 
 
【調査団】このプロジェクトでいろいろと情報やアドバイスを伺うので、連絡をとっていきたいと考えてます。
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日時 
場所 

2007 年8 月24 日（金）10：40～11:10 
Directorate of Municipal Administration (MDA), Capital Development Authority（CDA） 
Director 執務室 

出席者 
（敬称略） 

【DMA】 Director： Mr. Momin Agha 
【調査団】 三村、杉浦、亀山 
 

訪問目的 表敬及びプロジェクトフレームワークについての協議 
 

質疑応答 

【CDA】現在パ国においては、National Disaster Management Authority (NDMA)を中心に防災行政体制構

築取り組んでおり、当局も緊急対策管理計画の作成を求めれれている。NDMA は訓練施設を建設し、約

300 人の職員を訓練することとしている。国際基準に達する都市部のレスキューを目指している。そのなか

には洪水時のレスキューも含まれる。訓練されたレスキュー隊は、ラホール、カラチやイスラマバード、ラ

ワルピンディなど、全国において活用されることになる。 
 
【調査団】イスラマバード市における洪水時の緊急対応の担当部署は？ 
【CDA】洪水だけでなく、災害に関る救援は、DMA が担当している。しかし、洪水救援に必要な機材がな

く、実態としては火災が中心となっている。この地域で特に問題なっているのは、洪水による直接な被害よ

りも、河川沿いにすむ不法居住者の存在である。イスラマバード外に移転先を設置し、対応中である。コミ

ュニティレベルでの避難訓練には、人材育成が必要であり、PMD イスラマバードで訓練された人材がカラ

チでも必要になるだろう。通信機材を活用し、遅滞なく避難することが肝要である。訓練は繰り返し行うこと

が重要である。 
 
【調査団】来週には、プロジェクトのフレームを決める会議があり、それに参加されることを望みます。プロ

ジェクトの資金を JICA が拠出し、日本での研修も含んでいる。当方はプロジェクトを監理することになって

いる。 
【Mr. Agha】今年の 2 月に JICA 研修で、東京、横浜、吉野川に行ったことがある。 
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